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ＪＲ東海会社のいう
■「地盤沈下」の恐れはありません？
■地域住民の皆さんに貢献？

これってホントなの！！
鳥飼基地で働く全ての皆さん！ＪＲ東海会社は昨年の 11 月 26 日、ＨＰトピックスの

中で、「災害時にも新幹線の運行に支障が出るということがないよう井戸水を安定的に活
用する取組を進めています。」と説明しています。そのあとに「深い位置（地下 150～ 200
㍍）でくみ上げていくものであり、問題はないと考えています。」「設置するこの井戸を
災害時に給水を受けられない基地近隣住民の皆さんにご利用いただくことも考えていま
す。」と書かれています。そして最後に「※この計画は摂津市と結んでいる環境保全協定
の適用は受けないと考えています。」と表面では「災害時対応」を前面に出して主張して
いますが、本音はやはり自社の「営利優先」のためとしか理解できません。（ＨＰ参照）

子や孫に新幹線の悪口は言わせないでほしい！

昨年 12 月 9 日、摂津平和人権センターが主催する「不戦の集い」の中で長年地盤沈下
によって「生活不安」を余儀なくされたＫさんが現状を切々と訴えられていました。そ
して話の締めくくりに「子や孫に新幹線の悪口は言わせないでほしいと」ということを
いわれていました。このことは、子や孫達に将来にわたってもうこれ以上「生活不安」
を与えない「地域に親しまれる」新幹線であって欲しいということだと思います。

私たちは、地域住民を犠牲にし「鳥飼基地」の安全を損なう「井戸掘削」に反対します

私たちは昨年 12 月 26 日、「井戸掘削」反対のた
めに４分会合同の職場集会を開催しました。集会で
は近隣住民を犠牲にし鳥飼基地の安全を損なう「井
戸掘削」反対の意思統一を行ってきました。Ｋさん
が締めくくりにいわれた言葉は私たち労働組合が責
任をもって守っていかなければならないことです。

今一度、公共交通機関を預かる企業に対してそこ
に働く労働者・労働組合がチェック機能を遺憾なく
発揮していかなければなりません。そのことを他労
組にも問いかけながら、しっかりと近隣住民の声に
耳を傾けて行きたいと思います。




